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一般会計 歳入の内訳一般会計 歳入の内訳

平成18年度 会計別決算

一般会計 歳出の内訳一般会計 歳出の内訳

行政経費支出の概況町税負担の概況町税負担の概況 行政経費支出の概況 町 税 収 入 の 内 訳町 税 収 入 の 内 訳

 町税収入総額 
5億3,618万円 
（100.0％） 

町　民　税 
2億1,935万円 
（40.9％） 

固定資産税 
2億6,149万円 
（48.8％） 

町たばこ税 
3,884万円 
（7.2％） 

軽自動車税 
1,650万円 
（3.1％） 

平成18年度 会計別決算
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 ●「若者に夢と希望を、「若者に夢と希望を、高齢者に安心を」高齢者に安心を」 

 ●「健康で明るく生き甲斐のある町づくり」「健康で明るく生き甲斐のある町づくり」 
に8989億円億円 

自主財源 
11億7,898万円 
（22.6％） 

地方交付税 
28億8,842万円 
（55.4％） 

国庫支出金 
1億9,075万円 
（3.7％） 

依存財源 
40億3,858万円 
（77.4％） 

県支出金 
3億5,046万円 
（6.7％） 

町　債 
3億8,700万円 
（7.4％） 

地方消費税交付金 
7,589万円（1.5％） 

地方譲与税 
1億411万円（2.0％） 

利子割交付金　355万円（0.1％） 

配当割交付金　287万円（0.1％） 

株式等譲渡所得割交付金 
292万円（0.1％） 

自動車取得税交付金 
1,824万円（0.3％） 

地方特例交付金　1,320万円（0.3％） 
繰越金 
1億9,274万円（3.7％） 

財産収入 
1,068万円（0.2％） 

使用料及び手数料 
9,048万円（1.7％） 

諸収入 
6,150万円（1.2％） 

寄付金 
105万円（0.0％） 

繰入金　2億5,543万円（4.9％） 

分担金及び負担金 
3,092万円（0.6％） 

町税　5億3,618万円（10.3％） 

歳 入 
52億1,756万 円 

平成18年度 決算の状況決算の状況 

　平成 18年３月 31日に誕生した美波町は
若者に夢と希望を、高齢者に安心を、健康で
明るく生き甲斐のある町づくりに全力で取
り組んでいます。 
　平成18年度は、合わせて89億円でいろい
ろな事業を実施しました。その財源としまし
ては、皆さんからの税金や、国から交付され
た地方交付税、国、県からの補助金などが充
てられています。 
　これらのお金がどのように使われている
かについて、平成18年度の各会計の決算状
況を公表します。 

特

別

会

計

 

企
業
会
計 

会 計 名 

一 般 会 計 

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

住宅改良資金貸付特別会計 

育 英 奨 学 金 貸 付  

赤 河 内 財 産 区  

国 民 宿 舎  

簡 易 水 道 事 業  

漁 業 集 落 排 水 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

介 護 保 険  

阿 部 診 療 所  

水道事業
　収益的収支 

資本的収支 

病院事業
　収益的収支 

資本的収支 

 歳　入    

52億1,756万円 

11億9,748万円 

12億8,063万円 

625万円 

1,999万円 

1,000万円 

1億940万円 

9,688万円 

2,829万円 

7,430万円 

10億5,069万円 

3,386万円 

9,149万円 

35万円 

9億204万円 

2,576万円 

 歳　出    

51億639万円 

11億7,259万円 

12億8,804万円 

569万円 

1,224万円 

18万円 

1億940万円 

8,120万円 

2,816万円 

7,373万円 

10億2,411万円 

2,706万円 

7,626万円 

3,800万円 

9億697万円 

2,711万円 

交通安全対策交付金 
117万円（0.0％） 

民生費 
10億8,855万円 
（21.3％） 教育費 

5億875万円 
（10.0％） 

公債費 
8億2,538万円 
（16.2％） 

災害復旧費 
3,192万円 
（0.6％） 

予備費　0円（0.0％） 議会費　5,459万円（1.1％） 

諸支出金 
4億2,596万円（8.3％） 

総務費 
6億7,717万円 
（13.3％） 

衛生費 
5億2,710万円 
（10.3％） 

農林水産費 
4億4,102万円（8.6％） 

土木費 
1億6,218万円 
（3.2％） 

商工費　8,593万円（1.7％） 

消防費 
2億7,783万円 
（5.4％） 

歳 出 
51億639万 円 

一般会計歳出総額 

51億639万円 

〔一人当たり〕 〔一世帯当たり〕 

592,320円 1,410,215円 

町 税 総 額 

5億3,618万円 

〔一人当たり〕 〔一世帯当たり〕 

62,195円 148,075円 

人　口（平成19年３月末現在）8,621人 

世帯数（平成19年３月末現在）3,621世帯 

平成18年度 決算の状況 
 ●「若者に夢と希望を、高齢者に安心を」 

 ●「健康で明るく生き甲斐のある町づくり」 
に89億円 
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企業会計

０ 12億 10億 ８億 ６億 ４億 ２億 

町 債  

諸 収 入  

繰 越 金  

財産収入 

県支出金 

国庫支出金 

使用料及び 
手 数 料  

分担金及び 
負 担 金  

交通安全対策 
交 付 金  

地方交付税 

地方特例交付金 

自動車取得税 
交 付 金  

地方消費税 
交 付 金  

利子割交付金 

配当割交付金 
株式等譲渡所得割 
交 付 金  

地方譲与税 

町 税  

予 備 費  

諸支出金 

公 債 費  

災害復旧費 

教 育 費  

消 防 費  

土 木 費  

商 工 費  

農林水産費 

衛 生 費  

民 生 費  

総 務 費  

議 会 費  5億7,558万円（3億234万円） 

4,860万円（1,356万円） 

458万円（181万円） 

311万円（200万円） 

436万円（0万円） 

7,611万円（4,389万円） 

1,749万円（474万円） 

542万円（341万円） 

23億8,315万円　　　　　（18億751万円） 

100万円（0万円） 

3,322万円（601万円） 

9,520万円（3,532万円） 

2億3,662万円（1,262万円） 

2億6,234万円（2,359万円） 

464万円（520万円） 

8,438万円（2,167万円） 

5億9,260万円（0万円） 

（3,059万円）6,379万円 

（2億1,142万円）3億3,623万円 

（2,047万円）2億4,458万円 

（3,850万円）8,737万円 

（3,523万円）3億548万円 

（1億6,283万円）2億7,808万円 

（2億6,299万円）6億2,120万円 

（2億9,708万円）　8億7,851万円 

（4億508万円）　　　11億9,940万円 

（0万円）6,584万円 

（2億6,751万円）8億520万円 

（0万円）301万円 

（0万円）1,391万円 

平成19年度　財政執行状況を公表します 

一般会計　収入は　50％
（平成19年９月30日現在） 　　　　　支出は　35％ 

特別会計

収 支  
会 計 名  予 算 額 

収　　　　　　入 支　　　　　　出 

収 入 済 額 収入率 予 算 額 支 出 済 額 予算執行率 
％ ％ 国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

住宅改良資金貸付特別会計 

育 英 奨 学 金 貸 付  

赤 河 内 財 産 区  

国 民 宿 舎  

簡 易 水 道 事 業  

漁 業 集 落 排 水 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

介 護 保 険  

阿 部 診 療 所  

13億1,397万円 

13億10万円 

401万円 

1,404万円 

970万円 

1億3,736万円 

8,465万円 

8,372万円 

2億3,109万円 

10億6,653万円 

2,500万円 

5億6,113万円 

5億9,473万円 

210万円 

1,165万円 

985万円 

5,331万円 

4,019万円 

815万円 

4,289万円 

5億3,666万円 

1,853万円 

43 

46 

52 

83 

102 

39 

47 

10 

19 

50 

74

13億1,397万円 

13億10万円 

401万円 

1,404万円 

970万円 

1億3,736万円 

8,465万円 

8,372万円 

2億3,109万円 

10億6,653万円 

2,500万円 

5億4,125万円 

5億9,466万円 

0万円 

360万円 

0万円 

5,253万円 

2,025万円 

808万円 

4,120万円 

4億2,194万円 

810万円 

41 

46 

0 

26 

0 

38 

24 

10 

18 

40 

32

美波町財政状況の公表に関する条例により、平成19年度の財政執行状況を公表します。 

繰 入 金  

寄 付 金  50万円（0万円） 

3億6,253万円（120万円） 

1億1,117万円（1億1,117万円） 

０ 10億 15億 25億 ５億 20億 

一般会計
【収 入】 
予算額合計 
49億260万円 

収入済額合計 
23億9,604万円 

一般会計
【支 出】 
予算額合計 
49億260万円 

支出済額合計 
17億3,171万円 

収 支  
事 業 名  

収 入 済 額 支 出 済 額 

水 道 事 業  

病 院 事 業  

1億2,199万円 

8億6,473万円 

4,309万円 

4億7,865万円 



区　　分 

一般事務職 

技能労務職 

福 祉 職  

医 師 職  

看護・保健職 

計 

勧奨退職 

2 

 

1 

 

5 

8

普通退職 

 

 

1 

1 

 

2

計 

3 

4 

2 

1 

5 

15

死亡退職 定年退職 

1 

4 

 

 

 

5

区　　分
 

 

平成18年度 

住民基本台帳人口 
（18年度末） 

8,684人 

歳出額（Ａ）
 

 

5,111,347千円 

（参考） 
17年度の人件費率 

23.1%

実質収支
 

 

99,509千円 

人件費（Ｂ）
 

 

1,137,623千円 

人件費率 
（Ｂ/Ａ） 

22.3%

（単位：人） 

区　　　　　分
 

 

 

 

 

 

一 般 行 政 部 門  

 

 

 

 

特 別 行 政 部 門  
 

 

 

 

公営企業等会計部門 

 

 

 

合
　　　　　

計 

 

 

議 会  

総 務  

税 務  

民 生  

衛 生  

農林水産 

商 工   

土 木   

小 計   

教 育   

小 計   

病 院   

水 道   

下 水 道  

国 保  

介 護  

宿 舎  

小 計  

職　　員　　数 

平成18年4月1日 

1 

35 

7 

33 

11 

7 

2 

7 

103 

29 

29 

51 

3 

2 

2 

4 

2 

64 

196

 

平成19年4月1日 

1 

35 

7 

32 

11 

6 

2 

6 

100 

23 

23 

58 

3 

2 

2 

4 

2 

71 

194

対前年増減数 
 

0 

0 

0 

△ 1 

0 

△ 1 

0 

△ 1 

△ 3 

△ 6 

△ 6 

7 

0 

0 

0 

0 

0 

7 

△ 2

（単位：人） 

 

※人件費とは、特別職の給与、各委員等報酬、職員給与、共済費などをいいます。 

区　　分
 

 

平成18年度 

職員数（Ａ）
 

 

135人 

給　　　　　与　　　　　費 

給　料 

511,144千円 

１人当たり給与費 
（Ｂ/Ａ） 

5,744千円 

 

職員手当 

59,594千円 

 

期末・勤勉手当 

204,657千円 

 

計 （Ｂ） 

775,395千円 

       

平均給料月額 

3,268百円 

一 般 行 政 職 

平均給与月額 

3,883百円 

 

平均年齢 

42.4歳 

       

平均給料月額 

2,678百円 

技 能 労 務 職 

平均給与月額 

2,953百円 

 

平均年齢 

47.4歳 

区　　　分  

 

一般行政職 

 

大学卒 

短大卒 

高校卒  

初 任 給  

159,700円  

148,000円  

138,400円 

※職員給与費とは、人件費のうち一般職員に支給される給料、諸手当等をいいます。 

※職員数は一般職に属する
職員数であり、地方公
務員の身分を保有する
休職者、派遣職員など
を含み、臨時又は非常
勤職員を除いています。 
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美波町人事行政の運営等の状況について美波町人事行政の運営等の状況について 美波町人事行政の運営等の状況について美波町人事行政の運営等の状況について 
　美波町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成19年美波町条例第3号）に基づき、
平成18年度の美波町の人事行政の運営等の状況の概要を公表いたします。 

１、職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）職員の採用の状況 
　　　平成18年度実施職員採用試験による採用の状況 
　　　平成18年度職員採用試験による、採用者は2人。
      

（２）職員の退職の状況 
　　　平成18年度における職員の事由別・職種別の退
　　職者の状況は、右表のとおりです。 

美波町人事行政の運営等の状況について 

２、職員の給与の状況 

（１）人件費の状況（平成18年度普通会計決算） 

（２）職員給与費の状況（平成18年度普通会計決算） 

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成18年４月1日現在） 

（４）職員の初任給の状況（平成18年４月１日現在） 



区　　　分  

一般行政職 

 

大学卒 

高校卒  

10年以上15年未満 

246,960円 

212,240円 

1５年以上20年未満 

293,680円 

256,460円 

20年以上25年未満 

344,740円 

304,340円 

職務の級 

１　級 

２　級 

３　級 

４　級 

５　級 

６　級 

計 

職員数 

5 

19 

18 

15 

15 

14 

86

標準的な職務内容 

書　　　記 

主　　　任 

係　　　長 

主査・課長補佐 

上席課長補佐・課長 

上席課長 

構成比 

5.8 

22.1 

21.0 

17.4 

17.4 

16.3 

100.0

区　　分 

 

期末手当 

勤勉手当 
 

 

 

 

 

退職手当 

美波町　（平成18年度支給割合） 

　　　　　期末手当　　　勤勉手当 

 　６月分　　１．４月　　　　０．７２５月 

１２月分　　１．６月　　　　０．７２５月 

　　計　　　３．０月　　　　１．４５月 

職務上の段階、職務の級等による加算措置有り 

（支給率）　　　自己都合　　　　勧奨・定年 

勤続20年　　　２３．５月分　　　３０．５５月分 

勤続25年　　　３３．５月分　　　４１．３４月分 

勤続35年　　　４７．５月分　　　５９．２８月分 

最高限度額　５９．２８月分　　　５９．２８月分 

その他の加算措置　　定年前早期退職 

特例措置（2％～20％加算） 

　国　　（平成18年度支給割合） 

　　　　　期末手当　　　勤勉手当 

 　６月分　　１．４月　　　　０．７２５月 

１２月分　　１．６月　　　　０．７２５月 

　　計　　　３．０月　　　　１．４５月 

職務上の段階、職務の級等による加算措置有り 

（支給率）　　　自己都合　　　　勧奨・定年 

勤続20年　　　２３．５月分　　　３０．５５月分 

勤続25年　　　３３．５月分　　　４１．３４月分 

勤続35年　　　４７．５月分　　　５９．２８月分 

最高限度額　５９．２８月分　　　５９．２８月分 

その他の加算措置　　定年前早期退職 

特例措置（2％～20％加算） 

区　　分 

 

 

扶養手当 
 

 

 

 

住居手当 

 

 

通勤手当 

内　　　　　　　　容 

配　　偶　　者 

配偶者のいない職員の扶養親族１人目 

扶養親族でない配偶者を有する場合の扶養親族のうち１人目 

配偶者以外の扶養親族のうち２人まで 

その他の扶養親族 

15歳から22歳までの者１人につき５，０００円加算 

自ら居住するための住宅を借り受け、現に当該住宅に居住し、
月額１２，０００円を超える家賃を支払っている職員 

職員の所有に係る住宅に居住している職員で世帯主であるもの 

自動車等を使用して通勤する職員 
通勤距離が片道２km以上の職員に支給 

 

１３，０００円 

１１，０００円 

６，５００円 

６，０００円 

５，０００円 

 

家賃の額に応じ 
最高２７，０００円まで 

３，５００円 

通勤距離に応じ 

２，０００円～ 

最高２４，５００円まで 

職務の級 

１　級 

２　級 

 

３　級
 

 

計 

職員数 

4 

15 

 

9 
 

28

標準的な職務内容 

技能職員 

高度な技能又は経験を
必要とする 

特に高度な技能又は経
験を必要とする 

構成比 

14.3  

53.6 

  

32.1 
  

100.0

 

 

 

 

特殊勤務手当 

（平成18年4月1日） 

区　　　分 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給額 

手当の種類（手当数） 

 

 

 

特殊勤務手当の名称 

全 職 種 

16.92% 

９，４００円 

7 

防疫等作業手当 

放射線取扱手当 

清掃職員特殊勤務手当 

霊柩車特殊勤務手当 

死体処理手当 

救急搬送職員特殊勤務手当 

保育士・幼稚園教諭特殊勤務手当 
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（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成18年４月１日現在） 

（６）級別職員数の状況（平成18年４月１日現在） 

一般行政職 

（７）職員手当の状況（平成18年４月１日現在） 

①期末勤勉手当と退職手当の状況 

②その他の手当 

技能労務職 



区　　分 

町 長  

助 役  

収 入 役  

教 育 長  

議 長  

副 議 長  

議 員  

給 料 及 び 報 酬 

月　額 

月　額 

月　額 

月　額 

月　額 

月　額 

月　額 

 

691,200円 

572,000円 

547,200円 

530,900円 

269,000円 

231,000円 

192,000円 

期 末 手 当 

６月期 

１２月期 

合　計
 

 

６月期 

１２月期 

合　計 

 

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 
（役職加算有り） 

1.40月分 

1.60月分 

 3.00月分 
（役職加算有り） 

区　　分 

勤務時間 

休憩時間 

休息時間 

内　　　　　　　容 

月曜日から金曜日の午前８時30分から午後５時15分まで（休憩時間を除く。） 

月曜日から金曜日の午後０時15分から午後１時まで 

月曜日から金曜日の午後０時から午後０時15分まで 
月曜日から金曜日の午後３時から午後３時15分まで 

区　　分 

年次有給休暇 

 
病気休暇 
 

 

特別休暇
 

 
 

 
介護休暇 

期　　　　　　　間 

１暦年について20日（20日を超えない範囲内の残日数を繰り越すことができる。） 

・公務上の負傷又は疾病（必要と認められる期間） 
・結核性疾患（１年を超えない範囲内で必要と認められる期間） 
・その他上記以外の負傷又は疾病（３月を超えない範囲内で必要と認められる期間） 

・出産休暇　（出産予定日前６週間（多胎妊娠の場合にあっては14週間）目にあたる日から産後
　　　　　　８週間目に当たる日までの期間において、あらかじめ必要と認める期間） 
・忌引休暇　（死亡者の区分に応じ、１日～７日の範囲内） 
・その他規則に定める期間 

配偶者、父母、子、配偶者の父母等で負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障がある
者を介護する場合で介護を必要とする一の継続する状態ごとに、連続する６月の期間内において
必要と認められる期間 

区　　分 

分限処分 

懲戒処分 

件　　数 

1 

1

部分休業 

0

区　　分 

取得者数 

育児休業 

3

研修区分 

一般研修 

特別研修 

期間（日） 

3 

26

男（人） 

4 

14

研修内容等 

・市町村吏員研修� 

・法制執務講座 
・行政法入門講座等 

女（人） 

0 

12

内　　容 

心身の故障による休職者 

減　　給 

 

（768,000円） 

（615,000円） 

（576,000円） 

（553,000円） 

※給料の（　　）内は、 
　減額措置を行う前の 
　金額です。 

（単位：人） 
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（８）特別職の報酬等の状況 

３、職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

（１）勤務時間の概要（標準的なもの） 

（２）休暇制度の概要 

職員の休暇の概要は、次のとおりです。 

分限処分及び懲戒処分 

４、職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１）心身の故障による休職などの分限処分と法令違反、職務上 
　　の義務違反、非行などによる懲戒処分の件数（平成18年度） 

７、職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１）福利厚生（徳島県市町村職員共済組合 
　　　　　　　　　　　　　　　　・互助会加入） 

・給付事業 
　　結婚祝金・出産祝金など 

・厚生事業 
　　パソコン教室・夏期保養施設など 

・助成事業 
　　人間ドック及び脳ドックなど 

・貸付事業 
　　住宅貸付など 

（２）地方公務災害補償 

　地方公務員災害補償法により職員が 
公務上の災害又は通勤による災害を受 
けた場合に、その災害で生じた保障な 
どの事業を行うものです。 

（３）勤務条件に関する措置の要求の状況 
　　　　　　　　　　　　　（平成18年度） 

　該当なし 

（４）不利益処分に関する不服申立の状況 
　　　　　　　　　　　　　（平成18年度） 

　該当なし 
（２）勤務成績の評定の概要（平成18年度） 

　　　　実施無し 

５、職務の服務の状況 

（１）育児休業等の取得状況 

６、職員の研修及び勤務成績の評定の状況 

（１）平成18年度職員研修実績 



らくらく介護の講習会のご案内 
 

らくらく介護の講習会のご案内 
 

らくらく介護の講習会のご案内 
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　本年度の成人式は下記のとおり実施いたし
ます。 

●日 時：平成20年1月3日（木） 
　　　　午前10時から 
　　　　（受付 午前9時30分～10時） 

●場 所：由岐公民館2階大会議室 
　　　　（美波町西の地） 

※教育委員会では11月末までに該当者へ案内
を差し上げることにしておりますが、もし
該当される方で案内が届かない場合は、12
月15日までに教育委員会へご連絡ください。 

　なお、本年度の該当者は昭和62年4月2日
～63年4月1日生まれの方です。 

【お問い合せ先】 
美波町教育委員会　☎77－3620

平成平成１９年度年度 

美波町成人式美波町成人式について 
 

平成平成１９年度年度 

美波町成人式美波町成人式について 
 

平成１９年度 

美波町成人式について 
 

  近年、住民の方々から、「空家が多くなってきた。」「何かに活用できないだろうか。」ということをお聞きする
ことが多くなってきました。一方、都会では田舎で暮らしたいと希望する方が増えており、美波町においても町
外の方からの住まい等に関するお問い合せがあります。  そこで、町内の空家を紹介し、家主と入居希望者との
橋渡しを行うことにより、定住人口の増加を図る一助になればと考えております。 
　なお、提供いただいた空家情報については、町ホームページ等で空家情報として掲載します。公開する内容は、
築年数や建物構造などの住宅に関する項目で、所有者等の個人情報は掲載しません。また、入居交渉（家賃等）
については当事者間（所有者と希望者）でお願いすることになります。 

◆情報提供いただける方は所定の用紙に情報をご記入いただくことになります。 
　※空家情報の提供先・お問い合せ　 
　　美波町役場（本庁）総務企画課（移住交流支援センター） 
　　　　　　　　　　　　　☎0884-77-3611　ﾒｰﾙ：somu@town.minami.lg.jp 
　　　　　　　（支所）地域振興室 
　　　　　　　　　　　　　☎0884-78-2214　ﾒｰﾙ：chiiki-s@town.minami.lg.jp

空家情報の提供について 
 

空家を 
貸したい人 
売りたい人 
（空家の所有者、 
管理者） 
 

美波町役場 
（総務企画課内・ 
移住交流支援 
センター）  

空家を 
借りたい人 
買いたい人 
（移住して空家に 
住みたい人）  
 

空家情報の募集 

空家情報の提供 

当事者同士で交渉 

 

空家情報の提供 

～ 空家情報提供の流れ ～ 

教育委員会からのお知らせ 

～体の動かし方、ベッドからの移り方など～ 

 　腰痛に悩む介護者が多いよ
うに、体を動かすと言う動作
は介護者の腰を痛めやすい動
きです。 
　この度の講習会では、腰へ
の負担を少なくし、介護をら
くにするうえで、特にベッド
上での体の動かし方やベッドから車椅子やポータブル
トイレへの乗り移りが楽にできる方法を取り上げます。 
 

○ 日　　時：12月9日（日） 14：00～16：00 
○ 場　　所：日和佐公民館 2階 和室 
○ 講　　師：日和佐病院　理学療法士　小泉文昭 
○ 参 加 費：無料 
○ 定　　員：先着50名 
○ 申込・お問い合せ先：美波町地域包括支援センター 
　　　　　　　　　　☎77－1171 
○ 申込期限：12月5日（水） 



とくしまぼうさいカフェ
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〜みなみゼロ作戦〜〜みなみゼロ作戦〜〜みなみゼロ作戦〜

防 災 講 座

消防防災課・支所住民室 

第１回 

はじめに 

　最近、全国各地で地震が起きており、日本は地震の活動期に入ったと言われています。中でも、私たち美波町民
にとって、一番心配されるのが南海地震です。南海地震は、今後３０年以内に５０％以上の高い確率で発生すると
予測されており、その対策は、私たち一人一人の緊急の課題であると言えます。私たちは、今後必ず起こる南海地
震に対して何ができるのでしょうか。南海地震で、自分の命はもちろん、愛する家族などの命を失いたくないはず
です。 
　そこで南海地震で死者ゼロを目指して「防災講座～みなみゼロ作戦～」を連載します。「自分の命は自分で守る」

１．まず我が身の安全を 
　　地震が起きたら、まず第一に身の安全を確保する。 
２．すばやく火の始末 
　　コンロや暖房器具などの火を確実に消す。 
３．非常脱出口を確保する 
　　建物内にいるときは、閉めたままだと建物がゆがみ、出入口が開かなくなることがある。 
４．火が出たらまず消火 
　　「火事だ！」と大声でさけび、隣近所にも協力を求めて初期消火に努める。 
５．外に逃げるときはあわてずに 
　　外に逃げるときは、瓦やガラスなどの落下物に注意し、落ち着いた行動を。 
６．狭い路地、塀ぎわ、がけや川べりに近寄らない 

　　ブロック塀、門柱、自動販売機などは倒れやすいので注意する。 
７．津波、山崩れ、がけ崩れに注意する 

　　海岸地域、山間部で地震を感じたら、次の災害に注意して早く避難する。 
８．避難は徒歩で、持ち物は最小限にする 
　　指定された避難場所に徒歩で避難を。車やオートバイは使わない。 
９．みんなが協力しあって応急救護 
　　お年寄りや身体の不自由な人、けが人などに声をかけ、みんなで助け合う。 
10．正しい情報をつかみ、余震に気をつける 

　　うわさやデマを信用せず、ラジオやテレビで正しい情報を。 
 

 昭和56年以前の木造住宅は、耐震診断を受けましょう。申込・受付は消防防災課もしくは住民室まで 

家族を守る地震の心得１０カ条

　足湯に浸りながら、「ぼうさい」について学んでみませんか？ 
　防災紙芝居や語り部による過去の災害体験を聞き、これから何をしなけれ
ばならないかを、みんなで話し合うイベントです。 
　日和佐小学校の子ども達による「防災みなみ体操」の実演や、防災ゲームなど、
みんなが楽しめるさまざまな催しを行いますので、ふるってご参加ください。 

�と　き：12月22日（土）　13:00～15:30 
�ところ：道の駅日和佐（美波町奥河内字寺前493-6） 
�定　員：20名（申込順）　入場無料 
�申込先：美波町役場消防防災課　☎77－3619 

※「ぼうさいカフェ」は内閣府主催の防災知識を普及するための活動です。 

ぼうさいカフェぼうさいカフェ とくしまとくしま 開催のお知らせ in
ぼ
く
も
参
加 

　
す
る
よ
！ 



国民年金保険料国民年金保険料の年末調整や確定申告年末調整や確定申告は、は、 
「領収書」「領収書」・「証明書」「証明書」の添付添付が必要です。です。 

老齢福祉年金を受けている皆さまへ老齢福祉年金を受けている皆さまへ 

平成19年度

 宝くじ助成事業
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国民年金だより

　国民年金保険料は全額が社会保険料控除（非課税）の対象となります。 
　１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する控除証明書 (ハガキ )は社会保険庁から11月上旬に送付さ
れます。証明内容は、本年1月から10月1日までに納付された国民年金保険料の額と、年内に納付が見込ま
れる場合の納付見込額です。 
　年末調整や確定申告の手続きの際は、必ずこの証明書や領収書が必要となりますので、大切に保管してくだ
さい。なお、お問い合わせには、控除証明書専用ダイヤルまたは社会保険事務所までお願いします。 
 
Ｑ1　「社会保険料 (国民年金保険料 )控除証明書」に記載されている月分以外の保険料を12月31日ま

での間に納付した場合は、今年分として申告できますか？ 
Ａ1　今年分として申告できます。「社会保険料 (国民年金保険料 )控除証明書」に記載されている保険料

額に、後から納付した保険料額を合算して申告してください。なお、後から納付した保険料分の「領
収証書」も添付等する必要があります。 

Ｑ2　家族の保険料を納付しましたが、控除の対象となりますか？ 
Ａ2　世帯主又は配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は、納付した方がその保険料を申

告することができます。 
 

控除証明書専用ダイヤル　0570－00－9911 
（平成19年11月1日～平成20年3月14日 平日9：00～17：00） 

国民年金保険料国民年金保険料の年末調整や確定申告年末調整や確定申告は、は、 
「領収書」「領収書」・「証明書」「証明書」の添付添付が必要必要です。です。 

老齢福祉年金を受けている皆さまへ老齢福祉年金を受けている皆さまへ 

国民年金保険料の年末調整や確定申告は、 
「領収書」・「証明書」の添付が必要です。 

　老齢福祉年金の受取方法につきましては、これまでは郵便局の窓口での証書の提示による現金支給を行って
きましたが、平成19年10月から、郵政公社が民営化されたことに伴い、銀行等の金融機関の預金口座、ゆ
うちょ銀行(郵便局 )の貯金口座への振込み又は郵便局窓口での国庫金送金通知書の提示による現金支給に変更
されることになりましたので、12月支払期 (11月に受取を希望の方は、11月が支払期 )の受取については、
ご注意ください。 
　なお、年金証書の取り扱いについては、受給権者ご自身で保管していただくこととなるため、今後、社会保
険事務所へのご返送の必要はありません。 
ご不明な点がございましたら、徳島社会保険事務局年金課 (☎088－634－1173)へお問い合せください。 

老齢福祉年金を受けている皆さまへ 

平成19年度

 宝くじ助成事業
平成19年度

 宝くじ助成事業
　コミュニティ助成事業（一般コミュ
ニティ助成事業）により日和佐太鼓創
作会の太鼓･演奏用衣装及びお面の購
入、太鼓革の張り替えを行い、地域イ
ベントへの出演や福祉施設の慰問など、
太鼓演奏を通しての地域の結びつき、
地域コミュニティ活動の一層の推進を
図りました。 

　この助成事業は、宝くじの普及広報
事業の一環として実施しています。宝
くじの収益金は、学校・図書館等の教
育施設の設備をはじめ道路・橋梁・公
園・社会福祉施設等の建設改修など、
皆様の日常生活に役立つように使われ
ます。 

平成20年版

県民手帳・農業日誌等
販売のお知らせ

平成20年版

県民手帳・農業日誌等
販売のお知らせ

　美波町役場では、下記の手帳・日誌を販
売しています。数に限りがありますので、
下記までお問い合せください。 

※町内会・実行組での回覧で注文（個人受取）され
ている方につきましては、商品届いていますので、
連絡が来てない場合は役場総務課・由岐支所住民
室までお願いします。 

お問合せ先　役場 総務企画課　☎77－3611

 

県 民 手 帳  

農 業 日 誌  

ファミリー日誌 

新 農 家 暦  

価　　格（税込） 

５００円 

１，４００円 

１，４００円 

４００円 
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▲体験教室は子ども達に大人気 ▲穴吹カレッジの生徒さんによるペイント 

▲そっくり！？の似顔絵 

▲大迫力!!

▲コンテスト部門金賞の大道芸人ひろとさん 

▲美波町から出場の 
かっぱのげんさん 

第22
回 

国民文
化祭 

キラリ輝く「大道芸」キラリ輝く「大道芸」
　10月27日（土）、28日（日）の

２日間、国民文化祭キラリ輝く

「大道芸」が開催されました。

27日はコミュニティホールに

て前夜祭が開催され、地元郷土

芸能６団体による芸の披露、招

待芸人サンキュー手塚氏による

パントマイムショーが行われま

した。 

　28日は竜宮公園を会場に快

晴の秋空の下でパフォーマンス

が行われました。コンテスト部

門には、全国からエントリーし

た10組の大道芸人によるパフ

ォーマンスが行われ、金賞に大

道芸人ひろとさん、銀賞に小林

智裕さん、銅賞にスピニングマ

スターズさんが選ばれました。

また、特別賞として乙姫賞にカ

ナさん、浦島賞にかっぱのげん

さんが選ばれました。 

　そのほか会場では、フリー部

門に選出した20組の大道芸人、

招待芸人４組によるパフォーマ

ンスが行われ、火を使った芸や

綱渡り、観客を巻き込んだパフ

ォーマンスに会場は大きな歓声

と笑い声で包まれました。また

ディアボロ（中国ゴマ）やバル

ーンアートなどの体験教室も開

かれ、訪れたお客さんには大道

芸がより身近に感じられた１日

となりました。 

コンテスト会場� 

�タレントの久本朋子さんも 
　審査委員長として参加 

緊張の綱渡り� 



町民運動会町民運動会町民運動会町民運動会
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　11月３日(土)・４日(日)、町民運動会が行われました。両日とも天気に恵ま
れ、絶好のスポーツ日和の中、様々な種目に多くの方が参加しました。各町
内会・公民館対抗種目では真剣に競い合い、力の入った応援がみられました。 

日和佐地
区 

町民運動
会 

11月４日（
日） 

第46回 

由岐共楽
運動会 

11月３日（
土） 

優勝：木岐町内会　　　準優勝：西由岐町内会 

優勝：赤松公民館　　　準優勝：北河内公民館 

▲運動会の華といえばリレー！ 

�
親
子
で
二
人
三
脚
♪ 

�
白
熱
す
る
ボ
ー
ル
送
り 

優
勝
を
争
う
２
チ
ー
ム
の
激
走
▼ 

�
踊
り
で
ほ
っ
と
一
息 

�
綱
引
き
に
も
応
援
に
も 

　
力
が
入
り
ま
す 

�
狙
い
を
さ
だ
め
て･･･ 

うまく入るか！？� 



は
ま 

さ
と 

き 

平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

青
い
海
と
美
し
い
大
地
か
ら
学
ぶ
四
泊
五
日
の
体
験
学
習

い
海
と
美
し
い
大
地
か
ら
学
ぶ
四
泊
五
日
の
体
験
学
習 

8月20日（月）～25日（金） 

平
成
十
九
年
度 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

青
い
海
と
美
し
い
大
地
か
ら
学
ぶ
四
泊
五
日
の
体
験
学
習 

さ 

と
う 
は
る
か 
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 「
ハ
イ
サ
ー
イ
！
沖
縄
」 

（
真
夏
の
夢
の
五
日
間
） 

 

由
岐
小
五
年
　

　
賢
樹

 

 

　
「
や
っ
た
ー
沖
縄
だ
！
」
　
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
出
来
る
人
を
決
め
る

抽
選
の
順
番
を
決
め
る
ク
ジ
で
、

最
後
か
ら
二
番
目
を
ひ
い
て
し
ま

っ
た
僕
、「
も
う
だ
め
だ
」
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
抽
選
の
結
果
は
、

な
ん
と
二
番
。
沖
縄
へ
行
け
る
こ

と
に
。 

　
出
発
の
日
、
午
前
二
時
に
家
を

出
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、
全

然
ね
む
れ
ず
、
集
合
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
僕
は
、「
み
ん
な
ど
こ
か

ら
き
た
の
か
な
」「
友
達
で
き
る
か

な
ぁ
」
と
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
き
ん
張
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ
飛
行

機
が
な
は
空
港
に
着
陸
と
い
う
時

に
、
ま
た
上
昇
し
は
じ
め
て
、「
た

だ
い
ま
、
な
は
空
港
で
火
災
が
発

生
い
た
し
ま
し
た
。」
と
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
あ
り
、
僕
は
「
エ
ー
！

な
ん
で
」
と
思
い
、
窓
の
外
を
見

る
と
、
黒
い
煙
が
見
え
ま
し
た
。

な
は
空
港
に
着
陸
で
き
る
の
か
心

配
だ
っ
た
け
ど
、
無
事
、
着
陸
で

き
た
時
は
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
日
は
、
首
里
城
公
園
に
行

き
ま
し
た
。
首
里
城
は
迫
力
が
あ

っ
て
、
色
あ
ざ
や
か
で
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。 

　
沖
縄
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
し
ま
し
た
。
美
ら
海
水
族
館
で

は
、
マ
ン
タ
や
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の

大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
体
験
で
、
僕
は
シ
ー

サ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
思
っ
た
よ

り
う
ま
く
で
き
た
の
で
、
今
は
玄

関
に
か
ざ
っ
て
い
ま
す
。 

　
六
月
の
宿
泊
訓
練
で
、
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
を
し
た
牟
岐
の
海
は
、

サ
ン
ゴ
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
だ
っ
た

け
ど
、
沖
縄
の
海
は
、
サ
ン
ゴ
が

一
面
に
広
が
っ
て
い
て
、
シ
ャ
コ

ガ
イ
や
ウ
ミ
ヘ
ビ
な
ど
が
い
て
、

と
て
も
き
れ
い
な
海
で
し
た
。
他

に
も
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
が
あ
る
川
で

の
カ
ヌ
ー
な
ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
最
後
の
夜
は
、
エ
イ
サ
ー
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。
初
め
て
見
た
エ
イ

サ
ー
は
、
太
鼓
の
音
が
す
ご
い
迫

力
で
、
見
た
後
は
組
ご
と
に
舞
台

の
上
で
お
ど
っ
た
の
で
、
と
て
も

は
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
多
く
の
友
達

が
で
き
、
自
然
の
楽
し
さ
・
大
切

さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
僕
に
と

っ
て
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

  「
楽
し
か
っ
た 

　
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」 

 

伊
座
利
小
五
年
　
佐
藤
　
遥

 

 

　
初
日
、
朝
早
く
起
き
て
大
阪
国

際
空
港
へ
向
か
い
ま
し
た
。
空
港

に
着
く
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
い

ま
し
た
。
そ
し
て
午
前
八
時
三
十

分
ご
ろ
飛
行
機
に
乗
っ
て
沖
縄
へ

出
発
し
ま
し
た
。
そ
し
て
な
は
空

港
へ
到
着
し
て
ま
ず
最
初
に
「
首

里
城
公
園
」
に
行
き
ま
し
た
。
い

っ
ぱ
い
門
が
あ
っ
て
あ
ま
り
名
前

を
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
、
次
に
し
た
の
が
「
沖
縄
物

作
り
体
験
」
で
す
。
ぼ
く
は
、
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な

砂
を
入
れ
て
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
い

っ
ぱ
い
並
べ
て
、
溶
か
し
た
ジ
ェ

ル
を
入
れ
冷
め
る
ま
で
待
ち
ま
す
。

す
る
と
ジ
ェ
ル
が
固
ま
っ
て
プ
ル

ン
プ
ル
ン
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

　
二
日
目
は
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
し
ま
し
た
。
中

で
も
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
小

型
ヨ
ッ
ト
で
す
。
あ
ま
り
風
が
な

か
っ
た
か
ら
ス
ピ
ー
ド
は
出
な
か

っ
た
け
ど
、
四
人
で
力
を
合
わ
せ

て
走
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
夜
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
が
あ
っ
て
サ
メ
の
こ
と
を

勉
強
し
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ

が
生
む
た
ま
ご
の
数
は
約
三
百
個
。

と
て
も
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
の
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
三
日
目
は
、
「
美
ら
海
水
族
館
」

に
行
き
ま
し
た
。
入
口
を
入
っ
て

最
初
に
見
た
の
は
サ
ン
ゴ
し
ょ
う

に
暮
ら
す
生
き
物
た
ち
で
す
。
き

れ
い
な
サ
ン
ゴ
と
カ
ラ
フ
ル
な
魚

た
ち
が
い
ま
し
た
。
次
に
ジ
ン
ベ

エ
ザ
メ
が
い
る
大
水
そ
う
に
行
き

ま
し
た
。
水
そ
う
に
は
、
大
き
な

三
頭
の
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が
泳
い
で

い
ま
し
た
。
す
ご
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

の
「
フ
ジ
」
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

「
フ
ジ
」
は
、
尾
び
れ
が
く
さ
っ
て

し
ま
う
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

人
工
尾
び
れ
を
付
け
て
い
る
イ
ル

カ
で
す
。
今
は
、
元
気
に
ほ
か
の

イ
ル
カ
と
一
緒
に
泳
い
で
い
ま
し

た
。
人
工
尾
び
れ
も
少
し
ず
つ
改

良
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
四
日
目
は
、「
名
護
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
パ
ー
ク
」
に
行
き
ま
し
た
。
初

め
て
パ
イ
ン
畑
を
見
て
、「
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
っ
て
木
に
な
る
と
思
っ
て

た
け
ど
、
ス
イ
カ
み
た
い
に
地
面

に
生
え
る
ん
だ
な
ぁ
〜
」
と
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
食
べ
た
パ

イ
ン
は
す
ご
く
甘
か
っ
た
で
す
。

　
午
後
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
観
察

を
し
ま
し
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

中
で
も
代
表
的
な
木
が
「
オ
ヒ
ル

ギ
」
「
メ
ヒ
ル
ギ
」
「
ヤ
エ
ヤ
マ
ヒ

ル
ギ
」
の
三
種
類
で
す
。
そ
の
ヒ

ル
ギ
の
周
り
に
住
む
生
き
物
た
ち

は
、
「
シ
オ
マ
ネ
キ
」
「
ミ
ナ
ミ
ト

ビ
ハ
ゼ
」
な
ど
が
い
ま
す
。
と
て

も
お
も
し
ろ
い
生
き
物
た
ち
が
い

っ
ぱ
い
い
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
夜
、
沖
縄
の
伝

統
的
な
お
ど
り
「
エ
イ
サ
ー
」
を

見
ま
し
た
。
す
ご
く
か
っ
こ
よ
か

っ
た
で
す
。
最
後
に
は
、
参
加
者

全
員
で
エ
イ
サ
ー
を
お
ど
り
ま
し

た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。 



あ 

す 

か 

し
た 

ま
つ 

し
ょ
う 

け
い 

の 

し
ゅ
う 
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ぼ
く
が
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
分

か
っ
た
こ
と
は
、
環
境
を
大
事
に

す
る
こ
と
で
す
。
世
界
中
の
海
で

サ
ン
ゴ
が
死
ん
だ
り
、
森
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
原
因
は
ぼ
く
た
ち

人
間
で
す
。
こ
の
地
球
上
に
い
る

木
々
や
サ
ン
ゴ
た
ち
は
、
知
ら
な

い
内
に
僕
た
ち
の
生
活
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
ま
ま
環
境

を
壊
し
て
い
っ
た
ら
、
地
球
は
死

の
星
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
、

こ
の
環
境
を
元
に
も
ど
そ
う
と
い

う
努
力
を
す
れ
ば
、
き
っ
と
ま
た

サ
ン
ゴ
や
木
々
が
ふ
え
る
と
思
い

ま
す
。 

  「
心
に
残
っ
た 

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」 

 

木
岐
小
六
年
　
松
下
明
日
香

 
 

　
私
は
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す

る
時
、
友
達
が
で
き
る
か
と
て
も

不
安
で
し
た
。
で
も
、
同
じ
部
屋

や
班
の
子
と
友
達
に
な
れ
て
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。 

　
沖
縄
に
着
い
て
か
ら
首
里
城
を

見
学
し
て
、
サ
ン
ゴ
染
め
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
作
り
ま
し
た
。
貝
の
模
様
に

そ
っ
て
染
め
て
い
く
の
で
す
。
む

ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。 

　
二
日
目
は
海
の
活
動
で
し
た
。

ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
、
イ
ル
カ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い

た
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
目
に
塩
水
が

入
っ
た
り
し
た
け
ど
、
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

　
三
日
目
、
午
前
中
は
美
ら
海
水

族
館
に
行
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

魚
が
い
て
、
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
も
い

ま
し
た
。
一
番
感
動
し
た
の
は
、

イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
で
す
。
ジ
ャ
ン

プ
を
し
た
り
、
ヒ
レ
を
ふ
っ
て
く

れ
た
り
し
て
、
す
ご
く
カ
ワ
イ
か

っ
た
で
す
。
午
後
か
ら
は
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
と
エ
メ
ラ
ル
ド
ビ
ー

チ
で
海
水
浴
を
し
ま
し
た
。
海
は

と
て
も
き
れ
い
で
、
う
っ
と
り
し

ま
し
た
。 

　
四
日
目
、
名
護
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

パ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
畑
を
見
て
か
ら
お
み
や
げ

を
買
い
ま
し
た
。
試
食
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
と
っ
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
昼
か
ら
は
カ
ヤ
ッ
ク

と
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
観
察
を
し
ま

し
た
。
カ
ヤ
ッ
ク
は
こ
い
で
い
く

う
ち
に
う
で
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
で
は
ト
ン
ト
ン
ミ

ー
と
い
う
見
た
こ
と
の
な
い
魚
や
、

い
ろ
ん
な
生
き
物
が
見
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
の
五
日
目
は
、
お
み
や

げ
を
買
っ
た
り
し
ま
し
た
。
福
岡

と
伊
丹
に
分
か
れ
て
帰
り
ま
し
た
。

み
ん
な
と
会
え
な
く
な
る
の
が
す

ご
く
さ
び
し
い
で
す
。
家
に
着
い

た
の
は
深
夜
の
十
二
時
で
し
た
。 

　
私
が
一
番
心
に
残
っ
た
事
は
、

メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
と
出
会
え
た

こ
と
で
す
。
み
ん
な
と
は
会
え
な

い
け
ど
、
ず
っ
と
ず
っ
と
友
達
で

い
た
い
で
す
。 

　
最
後
に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
最
高
の
思
い
出
を
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
！ 

  「
沖
縄
に
行
っ
た
感
想
」 

 

日
和
佐
小
五
年
　
庄
野
桂
舟

 
 

　
八
月
二
十
日
の
朝
三
時
に
起
き

て
、
沖
縄
の
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
す
る
た
め
に
伊
丹
空
港
へ

行
き
ま
し
た
。 

　
一
日
目
は
、
シ
ー
サ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
鼻
を
作
る
の
が
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
出
来
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
部
屋
の
人

は
何
人
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い

た
ら
七
人
も
い
ま
し
た
。
お
も
し

ろ
い
話
と
か
を
し
て
仲
良
く
な
り

ま
し
た
。
首
里
城
は
中
国
み
た
い

で
、
思
っ
て
い
た
の
と
ち
が
い
ま

し
た
。 

　
二
日
目
は
、
カ
ヌ
ー
を
し
ま
し
た
。

左
右
に
ゆ
れ
て
な
か
な
か
進
め
な

か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
。
ヨ
ッ

ト
は
速
度
が
遅
く
な
っ
た
り
速
く

な
っ
た
の
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
は
、
す
ご
く
速
く

て
お
も
し
ろ
い
し
、
水
し
ぶ
き
が

冷
た
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

イ
ル
カ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
イ
ル
カ

の
声
が
初
め
て
聞
け
て
こ
う
い
う

声
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
声
で
し
た
。
食
事
は
毎

日
バ
イ
キ
ン
グ
な
の
で
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
お
風
呂
に
は
サ
ン
ゴ

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
沖

縄
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
三
日
目
に
、
美
ら
海
水
族
館
に

行
き
ま
し
た
。
き
れ
い
な
魚
が
た

く
さ
ん
い
た
し
、
見
た
こ
と
も
な

い
魚
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
午

後
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
し
ま

し
た
。
サ
ン
ゴ
が
ず
っ
と
続
い
て

い
ま
し
た
。
ヒ
ト
デ
や
ナ
マ
コ
を

初
め
て
見
ま
し
た
。 

　
四
日
目
は
、
名
護
パ
イ
ン
パ
ー

ク
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
パ

イ
ン
を
使
っ
た
食
べ
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

は
水
か
ら
木
が
は
え
て
い
た
か
ら

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ト
ン
ト
ン

ミ
ー
と
い
う
生
き
物
は
泳
ぐ
の
が

速
か
っ
た
で
す
。
夜
に
は
、
エ
イ

サ
ー
か
ん
賞
を
し
ま
し
た
。
エ
イ

サ
ー
は
、
楽
し
い
音
楽
で
、
僕
た

ち
も
お
ど
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
で
す
。 

　
最
終
日
、
な
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、
何
百
万
円

も
す
る
シ
ー
サ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

「
高
い
な
ぁ
、
す
ご
い
な
」
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
後
空
港
か
ら
飛
行

機
に
乗
っ
て
帰
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
五
日
間
は
楽
し
く
て
、
短

く
感
じ
た
け
ど
、
す
ご
く
い
い
思

い
出
に
な
り
、
友
達
も
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
僕
は
、
こ
の
き
れ

い
な
海
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
海
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
お
世
話
に

な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   



■地域別人権懇話会「身近な人権問題」 

～“思いこみ”や“同調”を乗り越えるために～  
　10月から町内各地区において地域別人権懇話会を開催しています。12月の日程は下記のとおりとなります。
他地域への参加も構いませんので、多くの方の参加をよろしくお願いします。 

四国壮年王座決定 
軟式野球大会県予選 
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四国壮年王座決定 
軟式野球大会県予選 

日程：9月16日～23日 
会場：蛇王球場 

第19回 

地区館対抗球技大会 
　日程：10月14日（日） 

第42回 

うみがめ杯争奪野球大会 
 

第35回 

日和佐名球会3年ぶり3回目の優勝！！ 

四国大会出場へ 

勝 浦 ク ラ ブ  5

福 井 体 協 O S

徳島オールドクラブ 

し ら さ ぎ ク ラ ブ  

那賀川ドングァン  

小松島オールドスターズ 

甲 子 汽 船 O S

1

1

3
4

2

0

8

牟 岐 ク ラ ブ  

1日 和 佐 名 球 会  

国府体協オールド  
0

3

1

0

6

1

1

1

4

○ソフトボールの部 
優　勝　西の地A 
準優勝　西の地B 

決勝戦　西の地A　9対2　西の地B

○ソフトバレーボールの部 
優　勝　東由岐A 
準優勝　西の地A 

決勝戦　東由岐A　2対0　西の地A

３ １ 

３ 

３ 

２ ９ 

2

３ 0

９ １ ３ ０ １ ３ 

２ ０ ２ 

日
和
佐
体
協 

牟

岐

体

協

 

く

ろ

し

お

 

タ
イ
ガ
ー
ラ
ビ
ッ
ツ 

宍
喰
タ
イ
ガ
ー
ス 

由
岐
ク
ラ
ブ 

ダ
イ
バ
ー
ス 

０

０

８

Ａ

 

上
勝
ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ 

名

球

会

 

優　勝　東由岐勝　東由岐A 準優勝　西の地準優勝　西の地A優　勝　東由岐A 準優勝　西の地A

優　勝　西の地勝　西の地A優　勝　西の地A

地　　域 

木 岐 

田 井（由岐） 

時　　間 

19:30～21:00

会　　場 

木 岐 公民館  

田 井 公民館  

月　　日 

12月4日（火） 

12月5日（水） 

【お問い合せ先】 
日和佐公民館　☎77－0028 
由岐公民館　☎78－0007

優勝：日和佐体協　 日程：10月14日、21日 
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町

民

文

芸

町

民

文

芸

 

町

民

文

芸

 

　
　
由

岐

句

会 

神
渡
し
雲
が
雲
押
し
海
に
出
る
　
　
　
　
　
森
　
　
浄
子 

半
島
を
鳥
啼
き
移
る
神
渡
し
　
　
　
　
　
　
中
川
　
秀
司 

し
ぐ
る
る
や
山
河
は
彩
を
深
め
つ
つ
　
　
　
寺
口
　
春
魚 

草
抜
い
て
整
う
庭
に
石
蕗
つ
ぼ
む
　
　
　
　
米
山
　
玉
子 

自
動
操
舵
の
航
海
灯
や
露
濃
ゆ
き
　
　
　
　
住
谷
　
喜
舟 

鰐
口
を
ぱ
く
ぱ
く
鳴
ら
せ
神
の
留
守
　
　
　
由
岐
　
亮
子 

坂
下
る
枯
葉
ス
キ
ッ
プ
し
て
お
り
ぬ
　
　
　
下
町
　
　
昭 

青
北
風
や
舞
い
降
り
て
来
し
鳶
一
羽
　
　
　
松
内
　
き
ぬ 

釣
瓶
落
し
俄
に
出
で
し
野
風
か
な
　
　
　
　
泉
　
　
　
清 

秋
空
を
映
す
川
面
の
番
い
鳥
　
　
　
　
　
　
海
部
夫
志
子 

秋
惜
む
国
文
祭
の
祝
い
餅
　
　
　
　
　
　
　
森
本
富
美
子 

 

　
　
木

岐

句

会 

砂
に
画
く
子
ら
の
芸
術
木
の
葉
髪
　
　
　
　
三
谷
　
静
枝 

木
の
葉
髪
気
ま
ま
に
喜
寿
を
迎
え
け
り
　
　
森
　
　
延
子 

踏
む
砂
の
崩
れ
て
秋
を
惜
し
み
け
り
　
　
　
中
崎
小
夜
子 

息
深
く
吸
い
て
茂
み
に
落
葉
掻
く
　
　
　
　
志
尾
多
磨
子 

初
し
ぐ
れ
病
む
犬
連
れ
て
医
者
通
い
　
　
　
浜
名
　
文
子 

毬
栗
の
枯
れ
転
げ
い
る
杣
の
路
　
　
　
　
　
谷
　
　
嘉
市 

い
わ
し
雲
め
ぐ
る
九
十
九
の
島
覆
う
　
　
　
坂
井
　
舟
人 

そ
ぞ
ろ
寒
野
山
錦
の
花
舞
台
　
　
　
　
　
　
湊
　
と
お
る 

ほ
と
ば
し
る
思
い
を
胸
に
秋
お
し
む
　
　
　
勝
瑞
　
高
春 

石
蕗
莟
む
海
一
望
の
島
の
墓
地
　
　
　
　
　
名
田
み
や
子 

菊
日
和
童
に
戻
り
バ
ル
ン
ア
ー
ト
　
　
　
　
中
野
　
初
美 

浜
小
屋
に
上
が
る
火
の
手
や
神
の
留
守
　
　
青
山
　
幸
子 

和
や
か
な
里
の
風
情
や
秋
の
逝
く
　
　
　
　
青
山
　
文
夫 

 

　
　
日

和

佐

句

会
　 

黄
の
色
は
児
を
守
る
色
毛
糸
編
む
　
　
　
　
田
川
　
幸
枝 

ひ
た
す
ら
に
燃
ゆ
る
他
な
し
櫨
紅
葉
　
　
　
本
庄
　
潮
乃 

枯
野
の
日
紐
引
く
よ
う
に
暮
れ
に
け
り
　
　
白
河
　
輝
女 

め
か
し
こ
み
た
も
と
振
り
ふ
り
七
五
三
　
　
福
井
　
咲
希 

引
き
し
ぼ
る
弓
弦
軋
む
鵙
日
和
　
　
　
　
　
岡
本
　
真
砂 

 

　
　
投

稿

（
俳

句
）

 

秋
夜
長
補
聴
器
つ
け
て
テ
レ
ビ
見
る
　
　
　
名
田
　
祥
人 

沿
線
に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
帰
郷
か
な
　
　
　
藤
　
紀
代
美 

　
　
日

和

佐

短

歌

会 

茶
の
花
の
優
し
き
色
の
く
き
や
か
に
九
谷
の
壷
に
活
け
て
や
す
ら
ぐ
　
　
　
山
本
　
　
光 

目
ざ
め
し
て
部
屋
よ
り
見
ゆ
る
庭
の
木
々
生
き
と
し
生
け
る
力
た
く
ま
し
　
鈴
木
テ
ル
ヱ 

全
身
を
使
い
豊
か
に
表
現
す
パ
ン
ト
マ
イ
ム
に
笑
い
ど
よ
め
く
　
　
　
　
　
福
井
　
郁
子 

ひ
と
夏
を
被
り
通
せ
し
夏
帽
子
い
ろ
褪
せ
沁
み
し
汗
の
匂
え
る
　
　
　
　
　
栗
林
　
和
子 

秋
深
き
老
い
も
若
き
も
賑
や
か
に
喚
声
あ
が
る
町
民
運
動
会
　
　
　
　
　
　
小
延
　
恭
弘 

薄
日
射
す
庭
の
片
隅
山
茶
花
の
数
多
蕾
み
し
晩
秋
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
崎
　
吉
加 

お
月
見
の
団
子
作
り
て
供
え
た
る
子
ら
幼
き
日
ま
な
う
ら
に
あ
り
　
　
　
　
豊
崎
マ
ツ
ヱ 

結
婚
の
契
り
を
な
せ
る
孫
の
笑
み
優
し
き
彼
へ
の
決
意
ま
み
え
て
　
　
　
　
中
野
　
瑛
子 

風
に
な
る
と
歌
う
は
哀
し
お
だ
や
か
に
わ
が
身
辺
に
常
に
在
る
亡
夫
　
　
　
本
庄
た
え
子 

 

　
　
投

稿

（
短

歌
）

 

橋
く
ぐ
る
舟
あ
る
と
き
は
で
き
る
だ
け
頭
上
に
立
つ
な
と
教
え
ら
れ
に
き
　
下
町
　
　
昭 

薬
王
寺
刻
を
告
げ
た
る
晩
鐘
の
残
る
余
韻
に
秋
の
夕
暮
れ
　
　
　
　
　
　
　
船
越
　
儀
雄 

町民文芸のコーナーに掲載を希望される 
場合は、総務企画課（☎77－3611）まで 
連絡をお願いします。※原稿は毎月10日 
までに提出してください。 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

13:00～15:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00

12月 まちの相談カレンダー 

４日 

 

６日 
 

11日 

12日 

13日 

18日 

20日 
 

25日 

27日 

火 

 

木 
 

火 

水 

木 

火 

木 
 

火 

木 

地域交流支援センター 

由岐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

由岐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

日和佐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

日和佐老人福祉センター 

心配ごと相談 

人 権 相 談  

心配ごと相談 

行 政 相 談  

心配ごと相談 

行 政 相 談  

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

人 権 相 談  

心配ごと相談 

心配ごと相談 

■子育て支援事業のお知らせ 

12月の相談会と 
１月の講演会のお知らせ  

●子育て相談会（事前予約が必要です） 
　（発達相談員　百々恵子先生） 
　平成19年12月13日（木）10:00～15:00 
　＊開催日は未定ですが、1月・2月・3月にも
　　相談会を予定しています。 

●子育て講演会 
　（鳴門教育大学 准教授　粟飯原良造先生） 
　子育て座談会　「笑って・語り合って・考えて」 
　平成20年1月21日（月）19:30～21:00 
　場所　地域交流支援センター（旧由岐保育所） 

【お問い合わせ】　由岐支所　住民室　☎78－1114 
【相談会申込み】　　　　　　　（担当：保健師　岡本） 
　　　　　　　 美波町社会福祉協議会 

由岐支所　☎78－1729 
（担当：杉本・浜野） 



放送大学放送大学４月入学生募集入学生募集のお知らせ 

平成１９年度阿南養護学校ひわさ分校 

第１２回文化祭回文化祭 
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由岐産直市由岐産直市のお知らせ 
　旬の水産物をテーマに「鮪の市」「鰤の市」を下
記の日程で開催します。詳しい内容は由岐商工会 
（☎78－0249）までお問い合せください。 

由岐産直市由岐産直市のお知らせ 由岐産直市のお知らせ 
　大学教育で生涯学習を始めませんか？多忙な方も
定年退職の方も、「知る喜び」を感じながらマイペー
スで学べます。仕事・生活・教養・自分発見など全
370科目。１科目から学べますので、大学卒業・資
格取得等にお役立てください。 
○ 募集期間 
　 平成19年12月15日～平成20年2月29日（必着） 
○ 募集要項請求・お問い合せ先　 
　 放送大学徳島学習センター　☎088－602－0151

放送大学放送大学４月入学生募集入学生募集のお知らせ 放送大学４月入学生募集のお知らせ 

第５９回人権週間回人権週間 
　12月10日は「人権デー」です。12月4日から
10日までは「第59回人権週間」とし、徳島地方法
務局と徳島県人権擁護委員連合会では人権週間に下
記の事項を強調して各種の啓発活動を実施すること
としています。 
○ 「育てよう一人一人の人権意識」－思いやりの心・
かけがえのない命を大切に－ 

○ 女性の人権を守ろう 
○ 子どもの人権を守ろう 
○ 高齢者を大切にする心を育てよう 
○ 障害のある人の完全参加と平等を実現しよう 
○ 部落差別をなくそう 
○ アイヌの人々に対する理解を深めよう 
○ 外国人の人権を尊重しよう 
○ ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見を
なくそう 

○ 刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう 
○ 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう 
○ インターネットを悪用した人権侵害は止めよう 
○ 性的思考を理由とする差別をなくそう 
○ ホームレスに対する偏見をなくそう 
○ 性同一性障害を理由とする差別をなくそう 
○ 北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深
めよう 
 
お互いに相手の人権を尊重し、一人一人が人権につ
いて改めて考えて、豊かな人間関係を作りましょう。 

第５９回人権週間回人権週間 第５９回人権週間 

○ 開催日時：12月1日（土） 

○ 場　　所：阿南養護学校ひわさ分校 

☆こんなことをしています☆ 
◎表現会：9：30～11：30 
　日頃の活動や劇などを交流校生も交えて舞台で行
います。笑いあり涙ありであなたを感動の渦に巻
き込むこと間違いなし!! 
◎午後の活動　13：00～14：30 
　昨年は、 
・ 児童生徒や交流校生の昨年展示コーナー 
・ なかよし広場（エアートランポリンなど遊具、
ゲーム等の遊びのコーナー） 

・ リサイクルバザーや授業で作った作品、陶芸、
木工、新鮮野菜のバザー。フランクフルトやア
イスクリーム、ポップコーン、大学芋などの模
擬店多数。 

今年はさらにパワーアップ!! 
百聞は一見にしかず。是非お越しください（＾▽＾） 
 
お問い合せ先　阿南養護学校ひわさ分校 
　　　　　　　☎77－2181 
http://www.ananyouhiwasa.tokushima-ec.ed.jp/

平成１９年度阿南養護学校ひわさ分校 

第１２回文化祭回文化祭 
 

平成１９年度阿南養護学校ひわさ分校 

第１２回文化祭 
 

　ヘルスメイトは町内に在住の男性を対象に公募し、日和佐地区と由岐
地区で調理実習とバランスよく食べるための学習会を開催しました。 
　調理実習は、地元で獲れた鯖を使って三枚におろし、みそ煮を作りま
した。バランスのよい食事にするためには野菜のおかずも欠かせないの
で、ほうれん草のお浸しとキンピラごぼうにもチャレンジしました。 
　慣れないエプロン姿で包丁握って、やや緊張気味の方もあれば、慣れ
た手つきで魚をさばいたり、ごぼうのせん切りなど鮮やかな包丁さばき
を見せる方もいて、わきあいあい和やかな雰囲気の調理実習でした。 
　自分で作った初めての料理を堪能した後は、ヘルスメイトによるメタ
ボリックシンドローム予防のための学習をしました。 
　おやつのカロリーや、晩酌のアルコールのカロリーを考えたり、自分のごはんの量を計算したりと普段の食
生活を振り返ってみました。 
　今後の食生活にも生かしてもらえることと期待しています。 

日　　　　時 場　　所 

9：00～ 
　13：00 ＪＲ由岐駅前 

12月9日（日） 

12月30日（日） 

「鮪の市」 

「鰤の市」 

 

まぐろ 

ぶり 

美波町ヘルスメイト美波町ヘルスメイト 男性もおおいに厨房に入ろう！大作戦～☆ 



地域の活性化づくり 

コミュニケ－ションづくり 

クラブの基本理念 

健康・生きがいづくり 

子どもの元気づくり 

高齢者の生きがいづくり 

地域のコミュニティ－の形成・活性化 

親子や家族の交流   

子どもの体力づくり   

余暇時間の有効活用   

世代間交流の促進   

青少年の健全育成   

スポ－ツ施設の有効活用   

地域の健康水準の改善  

…………… 41.40% 

… 36.30% 

…………………… 32.90% 

………………… 30.90% 

………………… 26.40% 

…………………… 22.10% 

…………………… 21.20% 

…………… 18.30% 

……………… 13.50%

● 内閣府｢体力・スポ－ツに関する世論調査｣ 
　平成18年：20歳以上   

地域におけるスポ－ツ振興の効果 
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みなみのスポ－ツ みなみのスポ－ツ みなみのスポ－ツ 

スポ－ツはたくさんの可能性があり、｢まち｣の力になります。 
　スポ－ツは、体を動かすという欲求に応えるとともに爽快感、
達成感、他者との連帯感などの楽しさ、喜びを与えてくれます。
また、スポ－ツを通じて交流を深めていくことは、地域の一
体感や活力を生み出し、人間関係の希薄化などの問題を抱え
ている地域社会を再生するなど、地域の連帯感の醸成にもつ
ながります。     

 

 

 

 

 

だから今、総合型地域スポ－ツクラブです。 
 スポ－ツが ｢まち｣の力となるためには、スポ－ツ環境を整え、
スポ－ツを通じて交流が図ることができる場が必要です。そ
のような場が、総合型地域スポ－ツクラブという仕組みなの
です。　 
　美波町での総合型地域スポ－ツクラブの取り組みは、ゆき
スポ－ツクラブが、地域のコミュニケ－ションと、元気あふ
れる地域づくりと未来の子どもたちのために、地域の人たち
が気軽に楽しめるスポ－ツ環境をつくることをねらいとして、
平成17年3月9日に設立され、現在、陸上・バドミントン・
水泳・なんどもスポ－ツ・バレ－ボ－ルなどのクラブやサ－
クル活動を海洋センタ－などの身近な施設を拠点として活動
しています。 
　またスポ－ツクラブひわさ（仮称）設立準備会が、①健康・生きがいづくり②子どもの元気づくり③コミュ
ニケ－ションづくり④地域の活性化づくりを活動のねらいとして、本年度中にクラブ設立を目指し、会議を重
ねるとともに、関係機関と調整を図り、また町民の皆さんにスポ－ツ体験の場を提供しながら現在準備中です。  

 秋田わか杉国体を振り返って 
　去る9月29日（土）～10月9日（火）の10日間の日程で、秋田
県秋田市を中心として、｢君のハ－トよ位置につけ｣ を合言葉に秋田
わか杉国体が開催され、徳島県の総合成績は2年連続最下位と振る
いませんでしたが、徳島県選手団518名が力の限り戦いました。 
　本町からは、中崎英雄さん（銃剣道：成年男子）と田穂裕輝さん（体
操：少年男子）が選手団として参加しました。今回は、田穂さんが、
国体参加を振り返り、スポ－ツの魅力について語ってくれましたので、
紹介します。 
 

　国体に出場するのは、今回で2度目です。１度目は、高校１年生の時に出場した岡山国体です。そして
今回出場した秋田国体です。高校生最後の試合というので緊張しましたが、それよりも自分は3年生だか
ら後輩を引っ張っていかなければいけない立場だったので、１年生の時とは違った緊張感がありました。          
　この3年間で苦い思い出もありました。ケガもしたし練習も厳しかったです。でもそんなときに頑張れ
たのは、親や友達が応援してくれたおかげで3年間頑張ることができました。先生方にも感謝しています。
          
　今まで体操をしてきて学んだことはたくさんありますが、一番大切だと思うのは、｢体操が好き｣ という
気持ちを忘れないこと。今、好きなことがない子たちは、これから探していけばいい。好きなことがある
子は、その気持ちを忘れてはいけません。          



図：新型インフルエンザの登場（仮説） 

へんい 

表：インフルエンザにかかると、重症になったり、 
　　合併症をおこす可能性の高いグループ 

65歳以上の高齢者の方 

妊娠28週以降の妊婦さん  

慢性の肺の病気（肺気腫、気管支喘息、肺線維症、肺結
核など）の患者さん 

心臓の病気（僧帽弁膜症・うっ血性心不全など）の患
者さん 

腎臓の病気（慢性腎不全・血液透析中・腎移植後など）
の患者さん 

代謝異常（糖尿病・アジソン病など）の患者さん  

免疫不全状態の患者さん 

しゅ 
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由岐病院だより 

由岐病院内科　本　田　壮　一 

新型インフルエンザ 

【著者略歴】 

本田壮一（ほんだ そういち） 

由岐病院院長・阿部診療所所長（兼任） 

昭和 33 年 7 月、美波町田井の生まれ。富岡西高、

徳島大学医学部卒業。徳島大学病院内科、関連病院

勤務後、平成17年4月より、現職。 

　A型インフルエンザウイルスはヒトだけでなく、

鳥類やブタ、馬（国体の馬術競技が中止になりました。）

などの動物にも感染します。通常はヒトからヒトへ

というように同種の間で感染し、ヒトに他の動物の

インフルエンザがかかることはありません。 

　しかし、インフルエンザウイルスの遺伝子情報 

（RNA）が子のウイルスにコピーされる時に、遺伝

子情報が変更され性質が変わる（変異するといいます）

ことがあります。変異によって、これまでヒトに感

染しなかったウイルスがヒトへ感染するようになり、

さらに、ヒトからヒトへ感染するウイルスが現れる

場合があります。このようにして、ヒトからヒトへ

感染する新しいインフルエンザが出現した場合を、「新

型インフルエンザ」といいます。  

　鳥インフルエンザは、自然界で鳥が感染するイン

フルエンザです。通常はヒトに感染することはあり

ませんが、近年、東南アジアを中心にヒトに感染し

た例が報告されています。最初は1997年に香港で

18人がA型ウイルスに感染したニワトリより感染し、

6人が死亡しています。このA型ウイルスの運び屋

として水鳥や渡り鳥（カモなど）が確認されています。

特にこのウイルスによりニワトリが大量死することが、

問題となっています。ヒトからヒトへの感染はまだ

確認されていないので、「新型インフルエンザ」とは

いえませんが、鳥インフルエンザが新型インフルエ

ンザになる可能性があります。 

　鳥インフルエンザが新型インフルエンザになるには、

次のようなしくみが考えられます。（図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）ヒトやブタが、鳥インフルエンザとヒトのイン

フルエンザに同時に感染して、体内で混ざり合い、

ヒトからヒトへ感染するハイブリッド・ウイルス

が生まれる（hybridとは「複合」という意味です）。 

2）鳥インフルエンザウイルスが、鳥やヒトなどの

体内で変化し、ヒトからヒトへ感染するウイルス

になる。 

　　あくまで仮説ですが、大流行の可能性があり、

懸念されます。 

　新型インフルエンザの予防法は、うがいや手洗い、

マスクをつける、人混みを避けるなど、通常のイン

フルエンザと同じです。しかし、この場合ヒトは全

く抗体を持っていませんのでワクチンを接種する必

要があります。現在のワクチンは新型インフルエン

ザには効きませんが、新型インフルエンザに効くワ

クチンを早期に実用化するために、世界中で研究が

行われています。新型インフルエンザの治療には、

抗インフルエンザ薬（タミフルなど）が有効である

と考えられています。このため、国や県では、新型

ウイルスの出現に備えて、抗インフルエンザ薬の備

蓄を行っています。 

　まずは、通常のインフルエンザの予防が必要で、

表に示したリスクのある方、医療・介護の従事者、

受験生などは、できるだけ、この11、12月にイン

フルエンザワクチンを受けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご感想を歓迎します。 

　　〈由岐病院FAX：0884(78)0533〉 

お元気ですか�  



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 
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１月の予定 

■図書館カレンダー 
●休館日 

1 2 3 4 5

76 8 9 10 11 12

1413 15 16 17

2120 22 25

図
書
館
だ
よ
り □12月14日はおはなし会です。午前10時30分～ 

『 開館日・時間 』　　☆ 火曜日～金曜日…午前10時から午後６時まで 
　　　　　　　　　☆ 土曜日・日曜日…午前10時から午後５時まで 

『休館日』 ★毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も）★祝日と年末年始 

No.020 No.020 
2007年11月号 

18 19

27 28 29

23

30

24

31

26

美波町日和佐図書・資料館　☎0884－77－2733

クリスマス手芸展 
期間：12月４日（火）～12月25日（火） 

会場：日和佐図書・資料館　２Ｆギャラリー 

・なおみ 

・サンタクロースとぎんのくま 

 

・トイレのおかげ 

・ごろんごゆきだるま 

・クリスマスにきたユニコーン 

 

・どうしてクリスマスには 

・レモン　かんじることば 

・イグアナくんのおじゃまな毎日 

 

・マギーの約束―赤い手袋の奇跡― 

 

・黄金の羅針盤 

谷川俊太郎 

 

マレーク・ベロニカ 

森 枝 雄 司  

たむらしげる 

 

アンナ・カーリー 

二宮由紀子 

村 上 康 成  

 

佐藤多佳子 

 

カレン・キングズベリー 

フィリップ・プルマン 

≪児童本≫ ■新着本 
・夕映え 
・夜明けの縁をさ迷う人々 
・三面記事小説 
・警官の血　上下 
・スワンソング 
・有頂天家族 
・角兵衛獅子 
・まぼろしハワイ 
・山手線内回り 
・あじさい日記 
・夫婦善哉（完全版） 
・グレート生活アドベンチャー 
・ＲＥＶＥＲＳＥ 
・つばさよつばさ 
・狸穴あいあい坂 
・ＮＥＸＴ　上下 
・ホームレス中学生 
・ワタシは最高にツイている 
・伝える力 
・使ってみたい武士の日本語 
・怖いこわい京都教えます 
・六十歳から家を建てる 

宇江佐真理 
小 川 洋 子  
角 田 光 代  
佐々木　譲 
大 崎 善 生  
森見登美彦 
大 佛 次 郎  

よしもとばなな 
柳 　 美 里  
渡 辺 淳 一  
織田作之助 
前 田 司 朗  
石 田 衣 良  
浅 田 次 郎  
諸 田 玲 子  

マイケル・クライトン 
田 村 　 裕  
小 林 聡 美  
池 上 　 彰  
野 火 　 迅  
入 江 敦 彦  
天 野 　 彰  

等など 

12月の予定 ●休館日 

1

2 3 4 5 76 8

9 10 11 12 1413 15

16 17 2120 22

25

18 19

27 28 292631
24

30
23

※このほかにも、実用書、趣味の本、児童書や
絵本などたくさんの本が入っています。あな
たの読みたい本が図書館になければ、予約や
リクエストができます。どんどん申し出てく
ださい。お待ちしております。 

No.020 
2007年11月号 
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（
阿
南
市
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マナーを守って

住みよい環境

マナーを守って

住みよい環境

・やめよう！犬の放し飼い 
・散歩中のフンは飼い主が
後始末を！ 

阿部っ子シーチャレンジ３阿部っ子シーチャレンジ３阿部っ子シーチャレンジ３
　10月21日（日）、『阿部っ子シーチャレ
ンジ 3「イセエビ漁」』が開催されました。
阿部校では、豊かな自然に囲まれた環境で学
びたいと考えている児童と保護者の受入を行
っています。阿部っ子シーチャレンジは実際
に阿部の自然を体験してもらうもので、今回
はイセエビ漁体験を行いイセエビを使った豪
華なカレーを昼食に、午後は様々なゲームを
通じて交流を深めました。 

カンボジアマーチングバンド
と国際交流

カンボジアマーチングバンド
と国際交流

カンボジアマーチングバンド
と国際交流

　第22回国民文化祭のアンサンブル・フェ
スティバルに出場したカンボジアのワットプ
ノンサクラマーチングバンドの一行が美波町
を訪れました。一行は国文祭イベントの大道
芸や町内観光をしたほか、由岐中学校を訪問
し、お互いの国の曲を演奏したり、ゲームや
踊りで交流を深めました。 

人口と世帯 

人　口 

男 

女 

世帯数 

8,614人 

3,998人 

4,616人 

3,614世帯 

前月比 

（－７） 

（－４） 

（－３） 

（－７） 

（平成19年10月31日現在） 

今月の納税 

納付期限　11月30日（金） 

　●国民健康保険税  

人
口
動
態 

湖 
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小
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